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p� }�

Fi=HK�¢ Fi=HK#ì¹ 
ĻĹĿ}�� C-pep#Ê 

ICKÊ Effective % 

HIVňŅ�őě őěì¹* 10 3 (30 %) 

ProCPR (TAFI) őěì¹** 10 3 (30 %) 

KfgY^B`cg >S3;Fiì¹*** 3 2 (67 %) 

C5a4MS5bK:Ag ýõì¹ 19 7 (37 %) 

*HIVňŅ�őě#ì¹1ř§�/}þ1Æä 

**ProPCPR�KfgRg�ì¹��0/}þ#Â�1Æä 

***>S3;Fiì¹šKfgRg"©�/ì¹�¯}þ 

 LPS#) LPS� AcPepA AcPepA#) 

ı�{m 4/6 3/7 0/1 

|ï#lÐ 5/6 3/7 0/1 

Ĉıúîª 6/6 7/7 0/1 

CPKlÐ 6/6 7/7 0/1 

ér 3/3 0/7 0/1 

 (3/3)*   

*3�#?d$�ér�/�"ĬĄ1Ŏ�/ó"¦âé���	
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以上に記述したごとく、相互にアンチセンスペプ

チドとして対位する配列が全ての蛋白質に存在し

て、それをアンチセンスホモロジーボックス 
(AHB) と命名した1) が、AHB部分のペプチド断片
で蛋白質の機能を阻害できることも立証して3,4,5,6) 
来たが、その知見を基に任意のペプチド鎖に対する

相補性ペプチドを自動設計するプログラム8)で、

C5aアナフィラトキシンを特異的に阻害するペプ
チドも創生できた11） が、致死量のLPS投与でエン
ドトキシンショック病態のカニクイザルもAcPepA
の投与で救命できる (特願2008-288523) ほどの強
力な作用を発揮することが分かった。さらに、ブタ

での心タンポナーデに随伴する虚血再灌流障害を

抑制する作用12)が認められた他に、ラットでの大動

脈圧迫虚血再灌流障害を抑制する作用13)もAcPeA
に認められている。このC5a (74アミノ酸からなる

ペプチド) の37～53番目のアミノ酸から成るペプ
チド部分のアミノ酸配列に対する相補性ペプチド

であるC5a阻害ペプチドの作用メカニズムをモデ
ル題材として解析し、相補性ペプチド間反応のメカ

ニズムの解析を行いたい。その解明は、タンパク質

分子内のAntisense Homology Box (AHB) がタン
パク質分子の高次構造の形成と維持に果たす役割

の解明にも繋がると期待できる。 
いずれにしても、アンチセンスペプチド理論に基

づく相補性ペプチドの設計は極めて効率よく制御

ペプチドを創生できるので、次世代のペプチド創薬

に大きな貢献をすると期待しています。 
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